
秋
山
記
行

鈴
木
牧
之
著
。
文
政
十
一
年

(

一
八
二
八
年
）
九
月
に
秋
山
郷
を

探
訪
し
，
翌
年
に
は
稿
本
が
完
成
し
て
い
る
が
未
刊
。、
昭
和
39

年
信
濃
教
育
会
刊
行
の
『
秋
山
記
行
』
17
頁
よ
り
。
東
洋
文
庫
186

『
秋
山
記
行
・
夜
職
草
』
33
頁
に
も
あ
る
。

（
秋
山
第
一
番
の
入
口
、
清
水
川
原
と
云
う
村
の
家
の
様
子
と
し
て
）

叉
、
此
家
の
内
壁
を
見
る
に
、
横
に
三
尺
位
づ
ゝ
隔
て
、
細
木
の
は
つ

敷
を
柱
に
入
て
、
芳
簀

（

よ

し

ず

）

を
立

（
た
て
）

に
結
附

（
つ
け
）

、
外
面
は
圖
の
如
く
茅
に
て
柱

壱
本
も
見
へ

（
え
）

ず
、

飛
（
と
び
と
び
）

く
に
窓
も
甚

少
（
す
く
な
く
）

て
数
も
な
し
。
仏
檀
と
見

へ
（
え
）

、
繩
を

以
（
も
ち
て
）

板
を
釣
り
下
げ
、
古
き
仏
絵
の
掛
軸
一
・
二
幅
か
け
、

太
神
宮
の
御
祓
・
惠
比
寿
・
戸
隠
の
札
も
張
り
見
へ

［
え
］

た
り
。
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梯
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此
地
云
二

清
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川
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（
オ
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環
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堵
イ
ゝ
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二
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テ
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炬
火

ヲ
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一

爐
辺
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リ

江
戸
時
代
の
札
と
し
て
「
戸
隠
山
九
頭
龍
大
権
現
守
護
所
」
「
九



頭
龍
大
権
現

御
本
地
弁
財
天

信
州
戸
隠
山
」
な
ど
と
い
っ
た

も
の
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
「
戸
隠
の
札
」
が
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
般
に
戸
隠
信
仰
は
九
頭
龍
信
仰

と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
九
頭
龍
関
係
の
札
か
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
は
九
頭
龍
の
札
と
記
し
そ
う
な
気
も
す
る
。
つ
ま

り
江
戸
時
代
に
湯
島
天
満
宮
の
境
内
に
湯
島
神
社
（
現
在
は
戸
隠

神
社
）
の
名
で
戸
隠
明
神
を
祀
る
社
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
手
力

雄
命
を
意
味
す
る
の
で
、
「
戸
隠
の
札
」
が
戸
隠
明
神
の
札
で
あ

っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
札
の
実
物
が

な
け
れ
ば
微
妙
で
あ
る
。

な
お
、
秋
山
郷
（
長
野
県
栄
村
）
の
近
く
に
松
之
山
郷
（
新
潟
県

十
日
町
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
の
民
俗
資
料
館
が
保
存
す
る
神
棚
に

大
国
主
命
と
事
代
主
命
と
共
に
戸
隠
神
社
御
祈
禱
の
札
が
並
べ

て
あ
る
。
秋
山
に
あ
っ
た
惠
比
壽
が
事
代
主
命
に
あ
た
る
と
し
て

も
、
太
神
宮
の
御
祓
い
が
な
く
、
代
わ
り
に
大
黒
様
に
あ
た
る
大

国
主
命
が
あ
る
。
地
域
と
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
民
俗
資
料
館
の
場
合
は
戸
隠
神
社
の
語
が
あ
る
か
ら
神
仏

分
離
以
後
の
物
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
地
方
に
は
ま
だ
戸
隠
信
仰



が
健
在
で
あ
る
。


